
平成２９年度

　

事業計画

　

畜産を巡る情勢は、畜産物価格が子牛、牛及び豚の枝肉、卵、鶏肉において高水準で推移してお

ります。 特に、 肉用子牛の市場平均価格は、 ２８年４月～２９年１月までの平均価格が８０８千円

と過去に例を見ない高値が続いております。

　

しかし、円安による配合飼料価格の高止まりや、素畜費や生産資材の高騰による生産費の増加で

特に肥育部門では、厳しい経営を強いられている農家も増えてきております。

　

また、高齢化や担い手の不足により、全畜種で飼養戸数が減少しておりますが、 飼養頭数につい

ては、肉用牛では平成２７年度より繁殖雌牛の増頭対策として、国、県の増頭事業や当協会の豊後

牛増頭チャレンジ事業を実施したことにより、減少に歯止めがかかっております。 これは、 肉用子

牛生産者補給金制度の個体登録数が増加に転じたことや子牛市場での産歴別の上場頭数を見ると１

産が一番多くなっていること等があげられます。

　

一方、ＴＰＰ関連対策として、畜産クラスター関連事業等を活用し畜産経営の経営基盤強化を図

ると共に、 価格安定対策では肉牛並びに肉豚の価格安定制度の法制化はＴＰＰ協定発効が条件とな

っており、発効を待たずに実施する対策が必要と思われます。

　

このような状況の中、畜産は、本県農業の３５％を占める重要な品目であり、 生産基盤の強化に

向けた取組が急務となっております。 このため、協会は、県、市町、ＪＡ等の関係機関の協力をい

ただきながら、 国、県、農畜産業振興機構、 中央畜産会等の事業に積極的に取組み、農家の支援を

行い畜産経営の安定と畜産振興に努めてまいります。

　

また、当協会の運営は、低金利政策による資金運用益の減少等で厳しい状況にありますが、各種

◆事業に積極的に取り組み運営費を確保すると共に経費の削減により効率的な運営を行い、公益法人

としての目的を達成するために、役職員一丸となって取り組んでまいります。

１． 経営安定対策の推進

　　

畜産農家の経営、飼養管理技術を改善し経営の安定を図るため、畜産コンサルタント委託

　

事業や畜産特別資金等推進指導事業を活用し、 県等関係機関との連携を密にして、 迅速かつ

　

的確な支援を実施します。

　　

また、 国が実施する畜産クラスター関連事業（機械導入事業）の実施により、経営規模の

　

拡大や生産効率を上げることによる収益性の向上に向けた支援を行います。



２． 家畜の生産基盤強化の推進

　　

県内の肉用牛の飼養頭数は、減少に歯止めがかかったものの、大きく増頭となっていない

　

ため、繁殖雌牛の増頭対策は継続して実施する必要があります。

　　

農畜産業振興機構の増頭対策事業の実施をはじめ、当協会が単独で実施してきた豊後牛増

　

頭チャレンジ推進事業を本年度も実施することにより、肉用牛の生産基盤の強化を図ります。

３． 担い手確保対策の推進

　　

畜産の担い手が組織するネットワーク組織〔大分畜産Ｎｅｔ鼓動・ゆめネットおおいた〕 の

　

活動を支援し、経営者としての意識の醸成や経営・飼養管理技術の向上のための研修を行い、

　

各地域で中核的な担い手となるよう支援します。

４． 畜産物価格安定対策の推進

　　

畜産物の価格安定対策により畜産経営の安定を図るため、肉用子牛生産者補給金制度、肉

　

用牛肥育経営安定特別対策事業、養豚経営安定対策事業を推進し支援します。

５． 家畜衛生対策の推進

　　

海外悪性伝染病に対する予防・啓発活動に取り組むと共に、関係機関と連携して自衛防疫

　

の推進を図り、ワクチン接種等により家畜の損耗防止を推進します。また、 産業動物獣医師

　

等の協力の下、飼養衛生管理基準の遵守を推進します。

　　

農場ＨＡＣＣＰ認証支援地域強化促進事業では制度を普及すると共に、取り組む農場の支

　

援指導を行い認証農場の拡大を推進します。

６． 畜産振興・消費拡大対策と食育活動の推進

　　

大分県農林水産祭の一環行事として、 畜産共進会を開催し、家畜改良増殖の推進による生

　

産基盤の強化並びに生産意欲の向上を図ります。また、 畜産物の消費拡大を促進するために

　

畜産フェスタを開催し、安全・安心な畜産物の消費拡大と広報宣伝に努めます。

　　

更に、 次代を担う子どもたちを対象に、食育活動として畜産出前講座を開催し畜産への理

　

解の醸成を図ります。

７． 情報の提供並びにデータの有効活用

　　

当協会のホームページを充実させ、畜産農家が容易に利用できる情報や資料等を掲載しま

　

す。また、畜産農家の経営や飼養管理技術の改善、衛生対策等に役立つ情報をまとめた冊子

　

等を作成するなど、畜産農家が活用できる情報の提供に努めてまいります。



経営支援課

１‐ 肉用牛経営安定対策補完事業

　　　

肉用牛生産基盤の強化に向けて、肉用牛優良雌牛の導入や農家の高齢化等に対応するため

　　

のヘルパー活動の支援を行い、本県肉用牛の増頭を促進する。

　

（１） 肉用牛生産基盤強化対策事業

　

１）中核的担い手育成増頭推進

　　　　

県内の肉用牛農家が計画的に優良な繁殖雌牛を増頭した場合に、増頭実績に応じた奨励

　　　

金として１頭当たり８０，０００円 （要件によっては１００，０００円） 以内の交付を行い、 本県肉用

　　　

牛の増頭を促進する。

　

２）優良繁殖雌牛導入奨励

　　　　

繁殖雌牛飼養頭数の維持・拡大を図るため、導入計画に基づき、生産者集団等が雌牛を

　　　

購入し、一定期間自ら飼養する場合、又は雌牛を購入し、農業者、公共牧場、農事組合法

　　　

人を含む農業生産法人に対し、一定期間貸し付ける場合の奨励金として１頭当たり４０，０００

　　　

円 （要件によっては５０，０００円） 以内を交付する。

　

３） 肉用牛ヘルパー推進

　　　　

農家の高齢化等に対応し、肉用牛生産の労働負担の軽減を図るため、利用組合が実施す

　　　

る肉用牛ヘルパー活動の組織化、要員確保、傷病時等の際のヘルパー利用に係る互助制度

　　　

の推進等の活動を支援する。

　

４） 肉用牛振興推進指導

　　　　

上記事業を円滑に実施するための会議の開催、実態調査及び推進指導を行う。

区

　

分 予算額（円）

農畜産業振興機構

　

補助金 ６２，５６６，０００

２． 豊後牛増頭チャレンジ推進事業

　　　

肉用牛の規模拡大による経営の安定や豊後牛の銘柄確立を推進すると共に、地域の活性化

　　

を図るため肉用牛の増頭を促進する。

　　　

肉用牛農家等が繁殖雌牛を増頭した場合に、１頭当たり５０，０００円以内の奨励金を交付す

　　

る。

・

　

区

　

分 予算額（円）

畜産協会

　

奨励金 １７’０００’０００



３． 畜産特別資金推進指導事業

　　

経営の悪化している農家に対して、長期低利資金の融資を行い、関係機関が一体となって総

　

合的な支援指導を実施し、資金借受農家の経営改善を行う。

（１）県支援協議会の開催

本事業の適正かつ円滑な実施を図るため、借受者の経営改善状況の把握や検討を行うと

ともに県振興局と連携して借受者及び融資機関への助言指導を行う。

また、融資機関のスキルアップのための研修会も開催する。

（２）借受者の経営改善のための指導

　

１） 計画作成指導

　　　　

新規の資金借入希望者に対する経営改善計画作成指導や、資金の借入実行日が５年以

　　　

内の借入者へ見直し計画の作成指導を行う。

２）計画達成指導（濃密指導）

　　

資金借受者の償還状況の確認並びに改善指導を行うと共に、償還が円滑に進むための

　

融資機関に対する助言指導を実施する。また、指導モデルを構築するため資金借受者に

　

対し計画達成に向けて濃密指導を行う。

融資機関への指導

　

計画作成指導

（見直し計画作成指導）
達成 指 導

融 資 機 関 ７ヶ所

肉用牛経営 ３戸

　　　

１

　　　

‐４ 戸
・

（うち濃密指導１戸）

酪 農 経 営

　

▼ ５戸

　　

６戸

（うち濃密指導２戸）

養 豚 経 営 ＩＰ
・ １戸

計 ７ヶ所 ９戸 ２１戸・

区

　

分 予算額（円）

中央畜産会

　

補助金 ４，０００，０００



４． 畜産経営技術指導事業（地域畜産支援指導等体制強化）

　　

地方競馬全国協会の補助により県内畜産経営の支援強化を行い、地域畜産の活性化や安全で、

　

安定的な畜産物の供給を促進する。

（１） 畜産経営の支援体制の強化を図る事業

　

１） 畜産経営改善指導及び担い手の育成支援業務

　　　

畜産農家の経営診断を行い経営安定のため改善指導を実施するとともに、診断結果に

　　　

基づく公庫資金等の借入支援を行う。また、畜産の担い手が組織する畜産ネットワー

　　　

クの活動を支援する。

（２） 地域畜産の活性化、安全かつ安定的な食の提供に資するための事業

　

１） 食育学級の実施と県産畜産物の消費拡大推進業務

　　　

県内の小学生を中心に、生産者のネットワーク組織と連携して、 『食育授業』の実施

　　　

や県産畜産物を使った調理実習を行う。また、県産畜産物の消費拡大のため農家と連

　　　

携して、県農林水産祭等で一般消費者に対して広報活動を行い、畜産に対する理解の

　　　

醸成を図る。

（３） 馬事・畜産普及啓発の推進体制の強化を図る事業

　

１）

　

地方競馬支援対策業務

　　　

一般の方に対し佐賀競馬場への観戦ツアーを行い、新たな競馬ファンを獲得する。

　　　

また、畜産の普及啓発のための冠競走及び重賞競走へ県産畜産物を副賞として授与

　　　

し県産畜産物の消費拡大を図り、地方競馬と畜産物に対する意識の高揚を図る。

区

　

分 予算額（円）

地方競馬全国協会

　

補助金 ８，０４２，０００

５． 畜産コンサルタント委託事業

　　

肉用牛経営及び酪農経営については、経営診断による経営改善指導を行い、 畜産経営の安定

　

を図り、県内の飼養頭数の拡大を促進する。

　　

また、養豚経営については、県内の養豚の現状を把握するために経営実態調査を実施し取り

　

まとめる。

（１） 畜産経営技術総合支援指導

経営管理や生産技術の分析を行い、 改善項目について関係機関と連携をとり改善指導

を実施する。



１）経営改善指導

　

経営の悪化した畜産経営体を対象に、経営面・技術面からの経営診断を行い、問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▲

　　　　　　　　　　　　　　

◆

　

点改善のための具体的な指導・助言を行う。

２）経営管理指導

　

畜産経営の現状分析を行い、分析結果を基づき問題点の抽出並びに改善策の提案を

　

行う。

３）生産技術指導

　

生産技術等の指導Ｔ助言を行う。

《対象経営戸数》

肉用牛

繁殖経営

肉用牛

肥育経営
酪農経営 養豚経営 合

　

計

経営改善指導 ５ ｌ ４ ｌｏ

経営管理指導 １１ ４ ２ １７

生産技術指導 ３ ３

合

　

計 １６ ４ ８ ２ ３０

（２）分析結果報告書の作成

　　

経営診断分析結果を取りまとめて報告書を作成する。

区

　

分 予算額（円）

大分県

　

委託費 ２，７６３，０００

６． 貸付事業指導等事業

　　

公益財団法人

　

畜産近代化リース協会の機械施設借受者に対して、機械施設の保管状況の確

　

認と管理状況の調査を実施し、適正な利用についての指導を行う。

　　

また、 畜産経営体に対し機械リースの新規利用推進を行う。

区

　

分 予算額（円）

畜産近代化リース協会

　

委託費 ３２８，０００



７． 畜産関係団体調整機能強化事業

　　

本県の肉用牛・酪農生産基盤は、飼養戸数の減少により子牛や生乳生産量も減少し極めて脆

　

弱なものとなっている。 このような中で地域の中核的な担い手を育成する事により生産基盤の

　

強化を推進する。

　

担い手の育成として、経営管理技術や生産技術の研修会を開催し、加えて担い手のネットワー

　

クづくりも推進する。

　　

また、 畜種を越えた生産者組織 「大分畜産Ｎｅｔ
“鼓動”」 ・ 「ゆめネットおおいた」 を中心

　

とした県内の生産者を対象に、経営管理、生産技術研修会を開催し個々のスキルアップを図る

　

と共に、 消費者への県産畜産物のＰＲ活動も行う。

区

　

分 予算額（円）

中央畜産会

　

委託費 １９３，０００

８ 日本政策金融公庫調査委託事業

　

（株） 日本政策金融公庫の資金の広報・相談活動並びに資金の活用について調査を行う。

区

　

分 予算額（円）

日本政策金融公庫

　

委託費 ５０，０００

９． 公庫資金活用推進事業

　　

畜産コンサルタント事業と連携をとり、公庫資金借入希望者の相談対応や計画書作成支援、

　

また資金借入後の改善支援を行う。

区

　

分 予算額（円）

中央畜産会

　

委託費 ５０，０００

１０．

　

畜産クラスター全国推進事業

　　　　

畜産クラスターに係る取り組みを全国で推進するために必要な情報 （経営指標値等） と

　　　

して、 県内の先進的な経営体等を対象に経営調査を行う。

区

　

分 予算額（円）

中央畜産会

　

委託費 ８００，０００



１１．

　

畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（機械導入事業）

　　　

地域を支える畜産農家の支援として、各畜産クラスター協議会の策定したクラスター計画

　　

に基づき収益性の向上を図るために機械導入事業を推進し、畜産経営の安定化に向け支援を

　　

行う。

区

　

分 予算額（円）

中央畜産会

　

委託費 ３，５６０，０００

１２．

　

生産段階における防疫体制支援強化事業（農場ＨＡＣＣＰ認証支援地域強化促進事業）

　　　

農場ＨＡＣＣＰへの取り組み支援等による農場の育成を通じて、農場ＨＡＣＣＰ認証の広

　　

範かつ加速的な普及を図るため、地域での指導体制を整備し、農場ＨＡＣＣＰの構築に取り

　　

組む。 併せて、これまでの事業成果で得られたモデル農場における課題の抽出と改善成果を

　　

活用し、生産農場での衛生管理システム構築等、農場ＨＡＣＣＰの取り組みの普及啓発を図

　　

る。

区

　

分 予算額（円）

中央畜産会

　

委託費 ２，３２５，０００

１３．

　

畜産共進会及び畜産フェスタ開催事業

　　　

大分県農林水産祭（第４１回大分県農業祭） の一環行事として、第７８回大分県畜産共進

　　

会を別府市・大分市・豊後大野市で開催する。〔県共進会単独会計〕

　　　

また、牛肉、豚肉、鶏卵等畜産物の消費拡大を図るため大分県農林水産祭の一環行事とし

　　

て畜産フェスタを１０月に別府市で開催する。

１４．

　

養豚協会、養鶏協会等の活動支援

経営支援課内に団体支援室を設け各団体の活動支援を行う。

区

　

分 予算額（円）

団体事務委託収入 １，０２６，０００



１５．

　

種豚登録業務

　　　

大分県養豚協会より業務委託を受け、日本養豚協会の規定に基づき種豚の改良増殖を推進

　　

するとともに、養豚経営体の生産基盤強化を図るために登録業務を行う。

区

　

分 予算額（円）

協会事業 ２５９，２００

主な種別 実施予定頭数

黒豚生産農場認定 １施設

子豚登記 ８０頭

種豚登録 ２５頭

系統種豚登録 １０頭

１６．

　

情報活動事業

　　　　

中央並びに県内における畜産に関する資料を収集し、関係者に対する情報提供を行うと共

　　

に、 中央畜産会が発刊する畜産コンサルタント誌・経営情報など参考資料等の斡旋を積極的

　　

に行う。

　　　

また、ホームページでは、畜産コンサルタント、経営相談窓口、資金制度、価格安定制度、

　　

衛生情報、補助事業、畜産ネットワーク組織の活動、県有種雄牛等の情報提供を行う。



・価格安定課

１． 肉用子牛生産者補給金制度

　

子牛価格の異常低落時に経営に与える影響を緩和して、肉用子牛生産の安定を図るため、
肉用子牛生産安定等特別措置法に基づき、品種毎に平均売買価格が保証基準価格、合理化目
標価格を下回った場合に生産者に対し、生産者補給金を交付する。

（１） 保証基準価格・合理化目標価格

　　　　　　　　　　　　　　　　　

（単位：円）

品種区分 保証基準価格 合理化目標価格

黒

　　

毛

　　

和

　　

種 ３３９，０００ ２８２，０００

褐

　　

毛

　　

和

　　

種 ３０９，０００ ２５９，０００

黒毛和種及び褐毛和種
以外の肉専用の品種

２２１，０００ １５０，０００

乳

　

用

　

種

　

の

　

品

　

種 １３６，０００ ９３，０００

肉専用種と乳用種の
交

　

雑

　　

の

　　

品

　

種
２１０，０００ １５２，０００

（２） 契約子牛１頭当たりの負担金 （生産者積立金の額）

　　　　　　　　　

（単位：円）

品種区分 生産者負担金
生産者積立助成金

生産者積立金
農畜産業振興機構 ▲

　　　

県

黒

　　　

毛

　　　

和

　　

種 ３００ ６００ ３００ １，２００

褐

　　

毛

　　

和

　　

種 １，１５０ ２，３００ １，１５０ ４，６００

黒毛和種及び褐毛和種
以外の肉専用の品種

３，１００ ６，２００ ３，１００ １２，４００

乳

　

用

　

種

　

の

　

品

　

種 １，６００ ３，２００ １，６００ ６，４００

肉専用種と乳用種の
交

　

雑

　

の

　　

品

　

種
６００ １，２００ ６００ ２，４００

黒毛和種

　

▲ 褐毛和種 乳用種の品種 肉専用種と乳用種の交雑の品種 合計

１１，２５０ １０ ２，６５０ １，２４０ １５，１５０



（４） 生産者積立金造成計画

品種区分 個体登録
見込み頭数

積立金
単価

生産者積立金造成額

計 生産者 県 農畜産業

黒

　　

毛

　　

和

　　

種 １１，２５０ １，２００ １３，５００，０００ ３，３７５，０００ ３，３７５，０００ ６，７５０，０００

褐

　　

毛

　　

和

　　

種 ｌｏ ４，６００ ４６，０００ １１，５００ １１，５００ ２３，０００

黒毛和種及び褐毛和種
以外の肉専用の品種

０ １２，４００ ０ ０ ０ ０

乳

　

用

　

種

　

の

　

品

　

種 ２，６５０ ６，４００ １６，９６０，０００ ４，２４０，０００ ４，２４０，０００ ８，４８０，０００

肉専用種と乳用種の
交

　

雑

　

の

　

品

　

種
１，２４０ ２，４００ ２，９７６，０００ ７４４，０００ ７４４，０００ １，４８８，０００

計 １５，１５０ ３３，４８２，０００ ８，３７０，５００ ８，３７０，５００ １６，７４１，０００

円）

２． 肉用子牛生産者補給金制度運営適正化事業

　

農畜産業振興機構からの補助事業として、肉用子牛生産者補給金制度運営適正化のために

　

特に次の項目を実施する。
（１） 肉用子牛の個体識別と個体登録
（２） 肉用子牛の販売と保留確認
（３） 電算処理による報告、調整
（４） 補給金制度を円滑に推進するための会議の開催
（５） 肉用子牛の取引に係る関連情報の収集・整備等
（６） 事務委託先及び契約生産者を対象に肉用子牛生産者補給金制度等に係る交付契約、

　

個体登録、販売、保留、異動報告等の業務事務の点検等の業務事務の手続きの適正

　

執行について、調査点検を行い制度の適正な実施体制を確保するため巡回による現

　

地指導を行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

予算額 （円）

　　　　

農畜産業振興機構

　　　　　　　　　　

１９，６５６，０００

　　　　　

区

　

分

　　　　　

１

　　

算狽

　　　　

１

　　　　　

　　　　　　

　　　

　

　　　　　　　　　

　

　　　　　

小峯
ハ
署
Ｔ
； ＊血

　

１

　　　　　　　　　

１

　　　　　　　

建

　

国『

　

季莱

　　

ｌ

　　　　　　　

　　　

　　　　

（内訳） 運営適正化事業

　　　　　　　

１４，５０１，０００

　　　　　　　

運営体制支援事業

　　　　　　

５，１５５，０００

３． 肉用牛繁殖経営支援事業

　　

肉用子牛生産者補給金制度を補完し、四半期毎の平均売買価格が発動基準を下回った場合に、

　　

当該四半期に販売又は自家保留された肉用子牛を対象として、発動基準を下回った額の

　　

４分の３に相当する額を支援交付金として交付する。

（１） 発動基準

　　　　　　　　　

（単位：円

黒

　

毛

　

和

　

種

　　　

４５０， ０００

　　　

品種

　　　　　　　

発動基準

　　　

ｌ

　　　

矯

　

ー

　　　　　　　　　

ｌ

氾

　

ｔ

　　　

蓋

　

１

　　　　　　　　　

１

　

　　

　　

　

　　　　　

　　

　

　褐

　

毛

　

和

　

種

　　　

４１０， ０００

　

その他の肉専用種

　　　

２９０， ０００

区

　　　　

分 予算額（円）
農畜産業振興機構（推進事務費） ３，９９５，０００

１

　　　　

、

　　　　　　　　　　

（単位：円）

　　　

品種

　　　　　　　

発動基準

黒

　

毛

　

和

　

種

　　　

４５０

　

０００



４．肉用牛肥育経営安定特別対策事業
肉用牛肥育経営において、 素牛の導入から肥育牛の出荷まで一定期間を要し、 かつ、
生産費に占める素畜費の割合が大きいことから、 索畜価格と枝肉価格の水準によっては
大幅な収益性の悪化が懸念される。 このため、経営収支が悪化したときに肥育牛補填金
を交付することにより、肉用牛肥育経営の安定を図る。

（１）発動基準
肥育牛１頭当たりの平均粗収益が平均生産費を下回った場合に、その差額の８割を
補填する。

（２）契約肥育牛１頭当たり

　　

２

　　　

、肥月

　

１頭当たりの生産者積立金の額

　　　　　

（単位：円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

農 畜 産 業 振 興

　　

　　

　

　 　　　　　　

　　

煎裡キ

　　

牛÷座有「頁豆鎧

　

－

　

＆彦ぬｐ色相金

　

－ 阻暮胎詩企

　　　

機構補助金

　　　

燥１

　　　　　　

１ ふ属＝八眉－坦 －

　

小沢切伽皿

　

，
駆……‐Ｈー

　

，

　　　

隻１ ＝

　

， ．

　　

１

　　　　　

， １．

　　　　　

１

　　　　　　

１

　

肉専用種

　　　　

１３，０００

　　　　

１２，２５０

　　　　　　

７５０

　　　　　

３９，０００

　

交 雑 種

　　　　　

２５，０００

　　　　　

２４，１７０

　　　　　　

８３０

　　　　　

７５，０００

　

乳 用 種

　　　　　

２６，０００

　　　　　

２５，４７０

　　　　　　

５３０

　　　　　

７８，０００

（３） 生産者積立金造成計画

　　　　　　　　　　　　　　

（単位：円）

　

品種

　　

契約見込頭数

　　　

生産者

　　　　

県助成金

　　

農畜産業振興

　

積立金造成額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

機 構 補 助 金

　　　　

合

　

計

肉専用種

　　　　　

５，８００

　　　

７１，０５０，０００

　　　

４，３５０，０００

　　

２２６，２００，０００

　　

３０１，６００，０００

交雑 種

　　　　　

３，３００

　　　

７９，７６１，０００

　　　

２，７３９，０００

　　

２４７，５００，０００

　　

３３０，０００，０００

乳用 種

　　　　　　

２，９００

　　　

７３，８６３，０００

　　　

１，５３７，０００

　　

２２６，２００，０００

　　

３０１，６００，０００

０００

　　　

２２４，６７４，０００

　　　　

８，６２６，

１ ． 蹴 』．義ー 勧

　

１予算額（円）１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

７，３３４，０００

５‐大分県肉豚価格安定対策事業

　　　

農畜産業振興機構が実施する養豚経営安定対策事業（平成２７年度～２９年度まで：直接交付方

　　

式） に参加する県内の養豚生産者が積立てる生産者負担金の一部を補助する事業を実施する。

　　　

〔県費補助金は、 畜産協会より四半期毎に農畜産業振興機構に積立てる。〕

（１） 生産者積立金補助単価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（単位：円）

ー

　　　

区

　

分

　　　

１

　

単

　

価

　　　　　　　　　

備

　

考

ー

　

県費補助金

　　　　

１

　　

１００ 販売肉豚１頭当たり

　

生産者負担金

　　　　　　　　

６００

　　　

生産者の実負担額

　　　　　　　　　　　　

÷÷「

　　　　　

計

　　　　　　　　　

７００

　　　

農畜産業振興機構に積立 （四半期毎）

（２） 平成２９年度大分県肉豚価格安定対策事業積立金額

　　　　　　　　

（単位：頭、円）

　　　　　　　　　　　　

積立頭数 積立単価

　　　　　　　　

積立金額

　

県費補助金

　　　　　　　　

２３２，０００

　　　

１００（１／２） １１，６００，ｏｏｏ

　　

区

　

分

　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　

積 金 額

　　　　

１

　　　　

１

　　　　　

１

　　　　　

１

　　　　　　　　　　

１

１

　

費積且準備金

　　　

１

　　　　　

１

　　　　　

１

　　　　　　　　　　　

ー

　

県費積立準備金

　　　　　　

２３２，０００

　　　　

１００（１／２） １１，６００，ｏｏｏ

　　　　

合 計 ２３，２００，０００



６．養豚経営安定対策事業に係る業務委託事業

　　　

農畜産業振興機構が実施する養豚経営安定対策事業の円滑な推進を図るため、事業内容の周知

　　

や手続きに関する説明会の開催及び生産者からの相談業務等を行う。

１

　

．．
区
．・論

　

１
予算額（円）

，

　　　

農畜産業振興機構 （委託費）

　　　　　　　

４５２，８００



・家畜衛生課

１．家畜生産農場清浄化支援対策事業

　　

家畜の伝染性疾病の清浄化には地域一体となった取り組みが重要であり、 ヨーネ

　

病の清浄化の推進、牛白血病の感染拡大防止対策、ＢＶＤ‐ＭＤ清浄化対策及び吸血昆虫

　

媒介疾病の発生・流行を防止するための組織的なワクチン接種を推進し、 また、 生産

　

者自らが飼養衛生管理の向上に取り組むための支援を行うことにより家畜の損耗防止

　

を図 る。

　　　

（１） ヨーネ病防疫推進

　　　

（２） 牛白血病の感染拡大防止対策

　　　

（３） ＢＶＤ－ＭＤ清浄化対策

　　　

（４） 農場飼養衛生管理強化対策

　　　

（５） 伝染病の発生・流行防止対策

区

　　

分 予算額（円）
国庫補助金 ５，７００，０００

２．死亡牛緊急検査処理円滑化推進事業

　　

死亡牛の円滑な収集、 輸送並びに適正な処理を促進することにより、 ＢＳＥ検査の

　

円滑な実施と良好な家畜衛生及び環境の維持を図り、 もって畜産の健全な発展に資す

　

る。

区

　　

分 予算額（円）
国庫補助金 ｌｏ’０００’０００

３．獣医療提供体制整備推進総合対策事業

　　

産業動物診療や家畜防疫体制を強化・維持するため県と連携し、 本県での就職を希

　

望する獣医系学生に対する修学資金の給付を行う。

区

　　

分 予算額（円）
国庫補助金 ４，９２０，０００

４．大分県獣医師確保対策事業

　　

産業動物診療や家畜防疫体制を強化・維持するため、 本県での就職を希望する獣医

　

系学生に対する修学資金の給付を行う。

区

　　

分 予算額（円）
大分県

　

補助金 １１，５５０，０００

大分県

　

委託費 ４７４，０００



５．家畜防疫互助基金支援事業

　　

豚コレラ及び口蹄疫等の海外悪性伝染病が発生した場合、 生産者等が飼養する豚・

　

牛の淘汰に伴う損失を生産者などが互助補償するための仕組みについて、 関係団体等

　

との連携により支援するとともに事業内容等の周知徹底に努める。

　　

業務対象年間：平成２７～ ２９年度

区

　　

分 予算額（円）

農畜産業振興機構

　

補助金 ２、０００，０００

６．自衛防疫推進事業

　　

（１） 推進会議の開催

　　　　

家畜専門委員会、各疾病に係る会議等を開催し、事業毎の計画推進を検討する。

　　

（２） 調査資料作成事業

　　　　

会員管下の豚、 鶏について、 次年度事業計画の基礎頭羽数を調査する。

　　

（３） 広報活動事業

　　　　

自衛防疫事業について広報する。

１

　　

区 粛

　　

１予算額（円） １

　　　　

大 分 県 補助 金

　　　　　　　

１７４，０００

７．死亡牛適正処理促進事業

　　

死亡牛の適正な保管・処理を推進すると共に、 ＢＳＥ検査の円滑な実施を図るため

　

死亡牛の一時冷蔵保管施設の有効活用を図る。

区

　　

分 予算額（円）

大分県

　

補助金 ８９８，０００

８．馬飼養衛生管理特別対策事業

　　

競走馬以外の馬の飼養衛生管理体制の総合的な整備を図るため、 県馬飼養衛生管理

　

体制整備委員会並びに飼養衛生技術講習会の開催、地域馬獣医療実態調査を実施し、

　

多様な飼養目的・飼養形態下にある馬飼養衛生の向上に資する。

区

　　

分 予算額（円）

中央畜産会

　

委託費 ４５０，０００

９．衛生体制強化基金事業（自衛防疫思想普及事業）

　　

自衛防疫の強化等をテーマとして地区自衛防疫団体主催の講習会等の開催を支援す

　

るともに、 自衛防疫に係る啓発資料を作成・配布し、 自衛防疫意識の高揚を図る。

区

　　

分 予算額（円）

中央畜産会

　

委託費 ８３，０００



１０． 自衛防疫体制強化推進事業

　　

伝染性疾病発生時の防疫対応等が出来るよう、 生産段階での防疫演習等を実施し、

　

また特定悪性慢性感染症の，防疫措置の基礎となる飼養衛生管理基準の徹底・啓発を行

　

い、 地域自衛防疫体制の強化・定着を図る。

区

　　

分 予算額（円）

家畜衛生対策推進協議会委託費 １，８２６，０００

１１‐馬伝染性疾病防疫推進対策事業

　　

地域における自主防疫活動の強化を図るため、 競走馬以外の馬に対する馬インフル

　

エンザワクチン接種の推進及び馬飼養衛生状況等の知識の普及啓発等の取り組みを行

　　

　

　

　

区

　　

分 予算額（円）

中央畜産会

　

委託費 ３８０，０００

１２‐野生獣衛生体制整備緊急対策事業

　　

野生獣による伝染病の伝播拡散を防止するため、 中山間地域における野生獣の衛生

　

実態調査を行い、家畜衛生関係者を中心とした畜産分野の情報発信体制を地域に構築

　　

・整備 す る。

ヒ “生姦．諭

　　

１予算額（円） １
家畜衛生対策推進協議会委託費

　　　

３，０００，０００

１３．飼養衛生管理基準等緊急啓発促進事業

　　

改正された 「飼養衛生管理基準」 を関係者に周知・徹底し、 不測の事態に備えた防

　

疫体制の強化・推進を図る。

区

　　

分 予算額（円）

中央畜産会

　

委託費 ７８０，０００

１４． 牛せき柱適正管理等推進事業

　　

化製業者と牛せき柱以外分別供給契約を締結した上で、 牛せき柱を適正に管理し、

　

適正管理の確認や作業者に対する指導・監督等をする責任者を設置し、 研修会を自ら

　

実施した食肉事業者に対し交付される促進費の交付事務に関する手続きを行う。

区

　　

分 予算額（円）

畜産副産物協会

　

委託費 １８０，０００

事業対象食肉業者

　　

１社



１５． 特定疾病予防推進事業

区

　　

分 予算額（円）

事業収入 ６５，６８０，０００

国庫補助事業、県協会単独事業

疾

　

病 別

　

項

　

目

（ワクチン名）

平成２９年度 備

　

考

計画頭羽数

牛五種疾病 １，１００頭

牛六種疾病 ９，２００頭

イバラキ病 １０，３００頭

牛異常産三種混合 １２，０００頭

ヘモフイルス・ソムナス １，８５０頭

牛流行熱 １，８５０頭

流行熱・イバラキ混合 １，３５０頭

ＮＤ ・ ＮＤ Ｉ

　

Ｂ １５３千羽

１６．種畜精液保管譲渡推進事業（県協会単独事業）

　　

大分県肉用牛振興の基本方針に基づき、豊後牛の生産基盤の確立及び豊後牛銘柄確

　

立のため、 大分県肉用牛改良方針に沿って精液の保管譲渡を実施する。

区

　　

分 予算額（円）

事業収入 １５，０１０，０００

事務手数料収入 １，１１６，０００

１７．予防注射事故対策事業（事故手当金・見舞金） （県協会単独事業）

　　

協会の要領に基づき、 牛の予防注射による事故牛に対し、 手当金または見舞金を交

　

付する。

区

　　

分 予算額（円）

協会単独事業 ５０，０００

１８．自衛防疫普及啓発事業（県協会単独事業）

　　

家畜の飼養衛生管理など自衛防疫意識の向上を図るため、 各地区で研修会・講習

　

会を開催するとともに、 啓発資料の配布等を行う。

区

　　

分 予算額（円）

協会単独事業 ３００，０００


